





The Effect of Transformational Leadership 
on the Team Enhancement and the Commitment






ship  behaviors  on  group  enhancement  and  individual  commitment.  102 managers  at  a  corporate  research  center were 






































































































































名（ 8 ％）、主席研究員 ・ 主幹研究員 ・ 主任研究員相当65名（64％）。
調査の実施方法
































「よくあてはまる（ 5 点）～まったくあてはまらない（ 1 点）」の 5 件法で回答を求める。
　 ２．コミットメント測定尺度
　職務コミットメントでは、職務に関する主観的な評価、職務に関する関与の度合いを測定する。このため、日本労働




る HRM チェックリストを参考にして、組織コミットメント測定尺度 5 項目を作成した。主な質問項目は、「私はこの会
社に愛情を感じていると思う」「私は、この会社の問題を、まるで自分自身の問題であるかのように感じている」などで
ある。










1.598,  1.097,  0.970）と因子の解釈の可能性を考慮すると、 ３ 因子構造が妥当であると考えられた。 ３ 因子による説明率
は、67.48３％であった。そこで、 ３ 因子を仮定して主因子法 ・ プロマックス回転による因子分析を行った。その結果、
十分な因子負荷量を示さなかった 2 項目を分析から除外し、残りの20項目に対して、再度、主因子法 ・ プロマックス回










因子抽出法: 主因子法  


































































28 自分が努力したことに対して，それに見合うものが保障されている .099 .311 .804
30 自分がよい仕事をしたときに，正当にその真価が認められる .243 .228 .763



















（ 1 から 5 点）を合計し、項目数で割ったものとした。なお、各変数の尺度得点の平均値、標準偏差、および信頼性係








　分析の結果を Figure 2 に示す。「配慮的リーダーシップ」から、職務コミットメント、組織コミットメント、チーム
の活性度へのパスはそれぞれ正の有意な値を示した。さらに、職務コミットメントからチームの活性度へのパスは正の
有意な値を示した。しかし、「カリスマ的リーダーシップ」から職務コミットメント、組織コミットメント、チームの活
1 2 3 4 5 平均値 標準偏差 α
1 ― 3.28 1.00 .96
2 激励的リーダーシップ .84 ** ― 2.89 .90 .86
3 配慮的リーダーシップ .65 ** .63 ** ― 3.44 .90 .83
4 職務コミットメント .46 ** .46 ** .57 ** ― 3.65 .94 .90
5 組織コミットメント .36 ** .30 ** .58 ** .61 ** ― 3.61 .73 .79
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